
広報いせ　令和７年10月15日号

　皆さまのおかげで400号!!
今後も、皆さまに愛読される
広報紙を目指します。
　11月1日号では「広報いせ」
400号までの歩みをお伝えし
ます。お楽しみに!!      

感謝400号

選挙管理委員会（TEL 21-5635 FAX 21-5636）

　期日前投票に関すること・バスに
よる移動支援など詳しくは、今号の

「広報いせ」と同時配布の「選挙の
お知らせ」に掲載していますので、
そちらを確認してください。

　期日前投票所までの移動が困難な人
への移動支援として、市内を運行する
バスの乗車料金を伊勢市が負担します。

期日前投票所までの
バスによる移動支援を行います

期日前投票期日前投票って？って？

⃝仕事や冠婚葬祭がある​
⃝投票区域外への外出・旅行・滞在​
⃝病気やけが、妊娠などの理由のため歩行が困難​
⃝その他、当日に投票所に行けない理由​がある

投票所入場券投票所入場券

選挙を通してどのようなまちに
なってほしいですか？

皇學館大学の、地域課題の解決に向けた活動（CLL）の一つである「若者の投票率U
アップ

P！プロジェクト」
では、大学生メンバーが主体となり、市選挙管理委員会への提言や啓発活動などを行っています。若者の投票率U

アップ

P!
プロジェクト

未来を創る

まちにしたい。
未来を担う世代を大切にするまちにしたい。

誰もが
助け合えるまちに
したい。

　10月26日執行予定の伊勢市長・伊勢市
議会議員選挙には、投票へ行き大切な一票
を未来へ届けましょう！「あなたの声がま
ちをつくる」このフレーズは、皇學館大学
の C
シーエルエル

L L メンバーが本選挙に向けて考えま
した。「選挙について自分ごとと捉え、自
分が暮らすまちをどのようなまちにしたい
か」を思い浮かべ、皆さんに投票して欲し
いという想いが込められています。

　投票は、投票日に投票所ですることを原則とし
ていますが、次の理由などで投票日当日に投票所
に行けない人は、期日前投票ができます。

　選挙人名簿に登載されている
人宛てに、世帯ごとに封筒で郵
送します。投票に行くときは、
ご本人の入場券を忘れずにお持
ちください。​
　万一、届かなかったり、紛失
したりした時は投票所の受付係
に申し出てください。

投票時に分からない
ことがありましたら
投票所の係員に声を
掛けてください！

伊勢市長・伊勢市議会議員選挙

10月26日は

選挙に
 行こう！あなたの声がまちをつくる

10月15日号
No.400

伊勢市とみんなをつなげる情報紙

「広報いせ」10月15日号アンケートは
11月14日（金）まで

皆さんの意見や感想を募集中※伊勢市の市外局番は「0596」です。
※本紙に掲載している情報（講座・イベントなど）は、予告なく中止・変更となる場合があります。

https://www.city.ise.mie.jp市のホームページ 伊勢市役所 検索

メス オス

市の鳥
イソヒヨドリ

令和 7 年
（2025年）
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二見中学校

桜浜中学校

小俣中学校

五十鈴中学校

学校教育課（TEL 22-7883 FAX 23-8641）
　８月６日、広島市で開催された平和記念式典に伊勢
市から市内10校の中学生代表20人が参加しました。
前日には、平和記念公園で千羽鶴の献納や被爆証言講
話の受講、資料館などの施
設見学を行いました。
　式典に参加した中学生の
報告と感想を掲載します。
※感想文全文は市のホームペー

ジに掲載します。

　当時から残る二つの
川と原爆ドームを目の
当たりにし、原爆の恐
ろしさや悲惨さに心が
苦しくなりました。平
和な世界を築くため、
この広島での経験を次
の世代へ伝えていくこ
とが私たちの
使命です。こ
のような悲惨
な出来事を二
度と起こして
はならないと
強く思います。

　平和記念公園の原爆死没者
慰霊碑に刻まれた「安らかに
眠ってください。過ちは繰り
返しませぬから」の言葉を見
て、戦争という過ちを二度と
起こしてはいけないと強く思
いました。私たちにできるこ
とは、ピースメッセンジャー

として事実を
周りの人にし
っかり伝え、
平和や命の尊
さを理解する
ことだと感じ
ています。

藪木 百花さん 宮西 美里さん

　戦争のことは授業や
テレビ、動画などを通
して大まかには知って
いました。しかし、実
際に広島平和記念式典
に参加をしたり、被爆
証言講話を聴いたりし
て初めて知ることやそ
こでしか感じ
られないもの
がたくさんあ
り、とても良
い経験になり
ました。

　以前の私は、核兵器に対
してどこか遠くのこと、昔
のことのように考えていま
した。しかし、私は今、核
時代を生きているというこ
とを実感し、このままでは
いけないと気付くことがで
きました。だからこそ、こ

の貴重な経験
を無駄にせず、
しっかりと周
囲にそれらを
伝えていきた
いと思います。

奥田 望乃さん

　原爆の子の像に、各学校
で作った世界平和や原爆・
戦争に対してのそれぞれの
思いが込められた千羽鶴を
献納しました。献納する場
所はたくさんの千羽鶴で埋
め尽くされ、国内外からた
くさんの人が訪れていまし
た。二度と恐ろ
しい原爆の悲劇
が繰り返されな
いように願いを
込めて、原爆の
子の像にある鐘
を鳴らしました。

　核兵器の恐ろしさ、戦
争の恐ろしさを知ってい
る人が減少してきている
今、私たちが多くの人に
核兵器がどれだけ残酷な
ものだったのか、戦争が
いかに今ある幸せを奪っ
てしまうものなのかを伝

えていく必要が
あると思いまし
た。また、核廃
絶 に つ い て 考
え、行動する必
要があると感じ
ました。

中西 蒼空さん 島田 梨緒那さん

　広島では、平和の大切さ
や戦争と原爆の恐ろしさを
しっかり学ぶことができま
した。戦争によって傷つき、
悲しい思いをした人がたく
さんいます。そんな人々の
思いを忘れず、二度と核の
悲劇を起こさないためにも、
現地で見て学
んできたこと
を周囲に伝え、
平和を大切に
思う人が増え
るように行動
します。

　私が広島訪問で学ん
だことは、この世界か
ら核を廃止する必要が
あることです。当たり
前だった日常がたった
一つの原子爆弾によっ
て壊された話を聴き、
そんな悲劇が二度とお

きないように
行動していく
必要があると
思いました。
自分ができる
ことを考え、
実行します。

中野 百華さん 吉田　葵さん

戦後80年 未来へつなぐ平和への誓い戦後80年 未来へつなぐ平和への誓い
～広島平和記念式典参加中学生20人の思い～～広島平和記念式典参加中学生20人の思い～

早川 怜花さん

被爆証言講話を聴く（講師：田中 聰司さん）

原爆ドームの前で

千羽鶴献納原爆死没者慰霊碑
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港中学校

厚生中学校

御薗中学校

城田中学校

伊勢宮川中学校

倉田山中学校

　広島平和記念式典に参
加し、「平和への誓い」
を聴いて、行動をためら
うのではなく、自分にで
きる思いやりのある行動
が平和につながることを
学びました。他人事とせ
ず、学んだことを多くの
人に伝えてい
きたいです。

　式典に参加し、こども
代表の小学生が何度も使
った「語り継ぐ」「話す」
という言葉に心を打たれ
ました。被爆者が少なく
なる今、あの悲劇を風化
させないためにも、私た
ちが関心を持ち続け、次

の世代へ伝え
ていく責任が
あると感じま
した。

森　凪々海さん 中北 季成さん

　平和記念資料館で実際
の写真や映像を見たこと
で、原爆の恐ろしさや残
酷さを実感することがで
きました。家族と平和に
暮らせることのありがた
さを改めて感じました。
平和の尊さと核の恐ろし
さを、もっと
たくさんの人
に理解してほ
しいと思いま
した。

　私が印象に残っている
のは亡くなった方々の最
後の言葉です。中には、
まだ幼い子どもたちの言
葉もありました。その情
景を思い浮かべると、胸
が痛くなりました。戦争
を二度と繰り返さないた

めに、私たち
がその悲惨さ
を語り継いで
いきたいです。

城山 なつめさん 中西 徠貴さん

　原爆ドームは、コンク
リートや鉄の部分が溶け
て曲がっていました。私
はその残骸から原爆の悲
惨さや平和の大切さを感
じました。二度と繰り返
さないために、広島で学
んだ原爆被害の悲惨さや
平和の尊さに
ついて伝えて
いこうと思い
ました。

　被爆者が後世に思いを
語り継ぐことを優先した
ことが、原爆ドームを世
界の核兵器廃絶と人類の
平和を求める誓いのシン
ボルにしたのだと思いま
した。原爆ドームについ
て学んできたことを、世

界の未来に繋
げていきたい
です。

喜多 美緒さん 山下 陽太さん

　証言講話を聴いて被爆
の実相を学びました。こ
の経験を活かし、戦争の
恐ろしさ、平和の大切さ
をみなさんに伝えていき
たいと思います。そして、
戦争をなくすために私た
ちにできることは何かを
考え、行動に
移していきた
いです。

　全国こども平和サミッ
トでは、戦争当時の写真
やイラストなどを見まし
た。テレビだけでは感じ
られない、戦争当時の様
子や恐ろしさを身近に感
じました。被爆者の証言
を聴き、二度と戦争を起

こしてはいけ
ないという思
いを強く感じ
ました。

竹内 彩心さん 藤原 伶壮さん

　式典に参加したこと
で、平和を願う「ヒロシ
マの心」をたくさんの人
に伝えていきたいです。
仲間とともに「平和文化」
を広げることが、私たち
ピースメッセンジャーの
使命であり、核兵器のな
い世界の恒久
平和へ向けた
一歩であると
強く思うよう
になりました。

　原爆投下の時刻、午前
８時15分に「平和の鐘」
が打ち鳴らされ、学校を
代表して亡くなった方へ
の黙祷を行いました。平
和記念式典の厳粛な雰囲
気から、世界中の多くの
人が心から平和を願って

いるのだと改
めて実感しま
した。

西田 愛珠美さん 前田 瑞希さん

　田中聰司さんは１歳５ヶ月
で被爆されました。覚えてい
ることが少ない中、とても詳
しくお話してくださいまし
た。被爆当時の混乱や苦痛が
とても想像できて、本当に心
が痛みました。戦争で失われ
た命を無駄にしないために、
私たち一人ひ
とりが平和や
戦争について
後世に伝え続
ける必要があ
ると思いまし
た。

　被爆者の方々の大
変さや恐怖などたく
さんのことを学びま
し た。 被 爆 さ れ た
方々が年々少なくな
ってきているからこ
そ、これから私たち
が平和を守る思いを

強く持ち、原
子爆弾の恐ろ
しさや当時の
ことをできる
限り多くの人
に伝えていき
ます。

畑中 海紅さん 中村 心咲さん
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乗って残そう、みんなのバス！
　乗客をあまり乗せていないバスが、市内を走って
いるのを見かけませんか。市の路線バスは昔に比べ
利用者が減っています。このまま減り続ければ路線

が廃止されるかもしれま
せん。マイカーは便利で
すが、月に１度だけでも
公共交通を利用してみま
しょう。

みんなでバスに乗ってこに！ お試し乗車券

交通政策課（TEL 21-5593 FAX 050-1704-1924）

　11月１日に伊勢市制施行20周年を迎えること
を記念して、式典を開催します。また、市民功労
賞などの表彰式を併せて行います。

　市では、11月１日㈯～３日㈷
の３日間、市内の全路線のバス
にお試しで乗車できる「みんな
でバスに乗ってこに！」事業を
実施します。これまでバスを利
用したことがない人も、この機
会にバスでの移動を体験してみ
ませんか。

バス運転士を募集
　三重交通・三交伊勢志摩交通では地域の足を守る

「バス運転士」を募集しています。未経験でも安心
の研修制度でしっかりサポート！支援金制度もあり
ますので、興味のある人は問い合わせてください。
⃝三重交通（ TEL 0120-351-179）
⃝三交伊勢志摩交通（ TEL 23-5134）

対象となる路線
⃝市内の三重交通バス路線
⃝コミュニティバス（おかげバス）
⃝沼木バス
⃝おかげバスデマンド（予約制）
⃝沼木バスデマンド（予約制）

11月1日（土） 10：00～12：00と き

いせトピア・多目的ホールところ

お試し乗車券付きのチラシは
本号と同時配布しています

企画調整課（TEL 21-5510 FAX 21-5522）

伊勢市制施行20周年記念式典伊勢市制施行20周年記念式典

Illustration by tupera tupera
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健康の日における啓発事業
子どものむし歯予防

　お子さんの歯磨きは、しっかりできていますか？お口の
環境を整えて、家族みんなでむし歯・歯周病予防に取り組
みましょう。
と　き 11月11日㈫、9：30～12：00
ところ 駅前子育て支援センタ―（健康福祉ステーション・

６階）
対　象 乳幼児とその親
内　容 ①むし歯予防に関するパネル展示

②歯科衛生士による仕上げ磨きの実習・相談会（要
予約）

定　員 ②20人（15分毎に各１人）
申し込み ②10月15日㈬・8：30から、右の二次

元コードよりオンライン申請
※先着50人に歯の健康グッズをプレゼントします。
※伊勢市健康マイレージの対象事業です。

　このコーナーでは、主に妊婦の皆さんから就学
までの子どもがいる保護者の皆さんを中心に、
役に立つ情報をまとめてお知らせします。健康課（TEL 27-2435 FAX 21-0683）

離乳食教室（生後7～11カ月）
健康課（TEL 27-2435 FAX 21-0683）

と　き 11月７日㈮、10：30～11：30
ところ 中央保健センター（健康福祉ステーション・

５階）
対　象 市内在住の乳児（生後７～11カ月）の保護者
内　容 離乳食（後期～完了期）の話、試食
定　員 15人（先着順）
持ち物 筆記用具
申し込み 10月15日 ㈬・8：30～11月

６日㈭・12：00に、右の二次
元コードからオンライン申請、または電話
で健康課へ

家庭教育応援講座
伊勢あったか子育て広場

　親子のふれあいを通して、絆を深め、子どもの豊かな心
を育てましょう。
と　き 11月25日㈫・12月11日㈭・令和８年１月27日

㈫・２月24日㈫・３月11日㈬、10：30～11：45
ところ 小俣保健センター・１階 機能訓練室（小俣総合支

所隣）
対　象 市内在住の、就園前の子どもとその保護者

※託児はありません。子どもと一緒に参加してください。
内　容 親子でのふれあいを楽しんだ後、テーマに沿って

グループワーク（終了後、個別相談ができます。）
定　員 各10組（申し込み多数の場合11月５日㈬・14：00

から抽選し、結果は11月６日㈭にＥメ
ールでお知らせします。）

申し込み 10月15日㈬～11月３日㈪に、右の二
次元コードからオンライン申請

社会教育課（TEL 22-7886 FAX 23-8641）
　赤ちゃんを抱っこしながらバレト
ン（フィットネス・バレエ・ヨガを
つなぎ合わせたエクササイズ）を行
います。産後のケア・ボディメイク
に最適です。
と　き 11月10日㈪、10：30～11：20
ところ いせトピア・１階　リハーサル室
対　象 市内在住または通勤・通学している育児中

のお母さんと赤ちゃん（１歳まで）
※妊娠中の人は医師の許可が必要です。

定　員 ８組（申し込み多数の場合は抽選）
持ち物 抱っこ紐、ヨガマットまたは

バスタオル、飲み物
申し込み 10月20日㈪までに、右の二次

元コードからオンライン申請

子育てママ支援
L
レ ッ ツ

et'ｓ バレトン w
ウ ィ ズ

ith 赤ちゃん
いせトピア（TEL 21-0900 FAX 21-0909）

有

料

広

告

広報 広報

※政治活動または宗教活動に係るものと認められるもの、公序良俗に反するものなど、
　掲載をお断りする内容のものもございます。
　詳しくは右の二次元コードから広告募集要項をご確認ください。

  伊勢市役所広報広聴課（☎0596-21-5515） 

広告を掲載しませんか？
「伊勢市ホームページ」・「広報いせ」に

自治体広報ならではの 地域密着型の
情報発信

地域での
知名度向上

自治体発信の
高い信頼度メリットメリット ➡➡

までご相談ください!

興味のある方はお気軽に

検索広告事業 伊勢市
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と　　き：11月５日（水)、14：00～16：00
と こ ろ：中央保健センター
定　　員：30人
内　　容：①医師講座「糖尿病予防について」村田 和也さん（伊勢赤十字病院 成人病健診センター長）
　　　　　②管理栄養士講座「血糖値を上げない食事」
　　　　　※希望者に健康チェック（ベジチェック、体組成計）を行います。（13：30～14：00）
申し込み：右上の二次元コードよりオンライン申請、または電話・ファクスで健康課へ

き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
公
益
財
団
法
人
三

重
県
角
膜・腎
臓
バ
ン
ク
協
会（
TEL

０
５
９

－

２
２
４

－

２
３
３
３
）

　
伊
勢
市
休
日
・
夜
間
応
急
診
療

所
の
安
定
的
な
運
営
を
維
持
す
る

た
め
、
左
記
の
と
お
り
受
付
時
間

を
設
定
し
ま
す
。

申
し
込
み　
10
月
15
日
㈬
・
8
時

30
分
か
ら
、
右
の
二
次
元
コ
ー
ド

よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、
ま
た
は

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課
へ

　
臓
器
移
植
は
、
広
く
社
会
に
理

解
と
支
援
が
あ
っ
て
成
り
立
つ
医

療
で
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
臓

器
提
供
に
つ
い
て
考
え
、
家
族
と

話
し
合
い
、
自
分
の
臓
器
提
供
に

関
す
る
意
思
表
示
を
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
で
意
思
表
示
が
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
自
分
の
意
思
を
記
入
し
て
お

　
健
康
テ
ラ
ス
で
は
、
ベ
ジ
チ
ェ

ッ
ク
や
脳
年
齢
計
な
ど
の
常
設
機

器
に
加
え
て
、
毎
月
11
日
の
健
康

の
日
は
健
康
機
器
を
プ
ラ
ス
し
ま

す
。
11
月
の
健
康
の
日
は
、
血
管

年
齢
と
骨
ウ
ェ
ー
ブ（
骨
の
元
気

度
測
定
）を
加
え
ま
す
。自
分
の
健

康
度
を
数
字
で
「
見
え
る
化
」
し

て
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ

う
。

と
き　
11
月
11
日
㈫
、
９
時
～
12

時（
全
6
回
）

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
60
人（
30
分
ご
と
に
各
10

人
）

令
和
8
年
4
月
1
日
～

休
日・夜
間
応
急
診
療
所

診
療
受
付
時
間
を
設
定

10
月
は

「
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
」

月
に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
始
め
ま
し
ょ
う

★

健
康
づ
く
り
通
信

～
み
ん
な
笑
顔   

伊
勢
の
元
気
人
～

健
康
課（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

 〔
宮
後
１
丁
目
・
健
康
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

５
階
〕

 （
TEL
27

－

２
４
３
５　
FAX 

21

－

０
６
８
３
）

申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

★
が
つ
い
て
い
る
事
業
は
、
伊
勢
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
で
す

健康の日
11日 は

健
康
づ
く
り
通
信
内
の
申
し
込
み

は
全
て
下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

申し込み
二次元コード

診療科目 内科・小児科 歯　科

診療日時

月～土曜日 受付 19：15～21：30
診療 19：30～22：00

日曜日
祝日

受付  9：45～11：30
診療 10：00～12：00

日曜日
祝日

受付  9：45～11：30
診療 10：00～12：00

受付 13：00～16：30
診療 13：00～17：00 受付 13：00～16：30

診療 13：00～17：00受付 19：15～21：30
診療 19：30～22：00

糖尿病を予防しよう！ 　日本の成人のうち、約５人に１人が糖尿病または糖尿病予備群といわれ
ています。伊勢市でも、医療費（外来）が一番多いのは、糖尿病です。

＼糖尿病予防のための3本柱／
①食事
⃝１日３食、主食・主菜・副菜、バラ

ンスよく食べる
⃝よく噛み、腹八分目にする
⃝間食は控えめにする
⃝お酒は適量にする

②運動
⃝定期的に運動する
⃝活動量を増やす
（家事をして体を動かす、
エレベーターより階段を
活用するなど）

③健診受診 治療中の病気がない人は１年に１度は健診を受診しまし
ょう。結果を必ず確認し、医師の指示に従いましょう。

【糖尿病とは】 
血液中のブドウ糖（血糖）の量が多
い状態が、慢性的に続く病気です。
高血糖の状態が続くと血管が傷つ
き、動脈硬化などが進行し、さまざまな合併症
を引き起こします。

基準値
HbA1c……6.5% 以上
空腹時血糖…126mg/dl 以上

糖尿病予防講座を開催します!! 対象 ・HbA1c5.6～6.4％または空腹時
血糖100～125mg/dlの人

・上記に該当する人の家族
・糖尿病予防について学びたい人

村田 和也さん

糖尿病の
可能性が

高い
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時 10月25日㈯・26日㈰、10：00～15：00　所 外宮
北御門広場（一志町5付近）　内 全国各地の「食」の生
産者が奉納した自慢の逸品を販売します。会場内で
は伊勢音頭などのさまざまなステージイベントや、
全国各地の特産品が当たるスタンプラリー抽選会も
開催します　※荒天の場合は中止

第34回 伊勢神宮 外宮奉納市
伊勢商工会議所（TEL 25-5153）

　花の女王バラの素晴らしさを皆さんに見ていただ
き、バラ栽培の普及と技術向上を目的としたバラの
祭典です。バラの切り花を神宮へ奉納し、会員が丹
精込めて育てたバラの展示会です。時 10月25日㈯・
26日㈰、9：00～16：00　所 神宮会館・西館ロビー

（宇治中之切町152）　申 不要

第76回 神宮奉納秋のばら展
伊勢ばら会・山本さん

（TEL 090-8739-4554　FAX 0599-85-2268）

時 10月31日㈮、16：00～（第1部）・19：00～（第2部）　所 お
かげ横丁「すし久」（宇治中之切町20）　内〔第1・2部とも〕
桂文我などが出演する落語会。歴史の趣きを感じる建物で
非日常感を味わいながら、笑いのひとときをお楽しみくだ
さい　 料 3,000円（前売り2,500円）　 前売り券の販売 お
かげ横丁「おみやげや（総合案内）」または、おかげ横丁の
ホームページの予約サイト、チケットぴあにて販売

10月 みそか寄
よ

席
せ

おかげ横丁「おみやげや（総合案内）」（TEL 23-8838）

　第1回演奏会より20年目を迎えての演奏会です。
時 11月24日（振休）、14：00～　所 いせトピア・多
目的ホール　内 当時演奏した作曲家の作品、ソリス
トを迎えての合唱、ピアノカルテットI

イ セ

SEの演奏（友
情出演）　定 500人（先着順）　申 11月21日㈮まで
に、八田さんへ

カンマーコール伊勢 演奏会
カンマーコール伊勢・八田さん（TEL 090-4448-4802）

時 11月9日㈰、17：30～（開場は17：00）　所 賓日館　内 落
語会に新風を吹き込む、いま大注目の桂二葉と上方若手で
人気上昇中の桂九ノ一による二人会　定 130人（先着順）
料 4,000円（前売り3,500円）　申 11月8日㈯までに、Eメ
ールではらいそ計画へ　※就学前の子どもは入場できません。

桂二葉 × 桂九ノ一 伊勢二人会
はらいそ計画（ tominui10344@gmail.com）

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベン
ト情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。イベント掲示板

時 とき　所 ところ
対 対象　内 内容
定 定員　料 料金
申 申し込み

12月15日号➡10月31日㈮
1 月 合 併 号➡11月14日㈮

※「広報いせ」は月２回発行していますが、１月
は合併号とし、情報を1回にまとめて発行し
ます。

掲載申し込み
締め切り

　11月2日㈰に、熱田神宮から伊勢神宮まで
の106.8kmで「第57回全日本大学駅伝対校
選手権大会」を開催します。当日は、国道23
号などで交通規制を実施します。ご迷惑をお
掛けしますが、ご理解・ご協力をお願いします。詳しくは、
大会ホームページ（ URL https://daigaku-ekiden.com/）を
ご覧ください。

全日本大学駅伝に伴う交通規制
全日本大学駅伝大会事務局（TEL 052-222-5926）

　奥深い墨色や薄墨の透明感、三墨法による濃淡など、墨によ
るさまざまな表現をご覧ください。　時 10月23日㈭～26日㈰、
9：30～16：00　所 いせトピア・ふれあい広場　内 会員21人に
よる個性豊かな作品の展示

水墨画作品展 墨遊会・鈴木さん（TEL 090-1749-2349）

時 11月9日㈰、14：00～　所 高麗広公民館（宇治今在家町511）
内 落語と大喜利（寝床の会）　申 不要

高麗広寄席 高麗広運営委員会・杉山さん（TEL 080-6988-1186）

　自力整体は自分で行うマッサージ整体です。日ごろの疲れを
癒やし、リフレッシュしましょう。時 11月6日㈭・13日㈭・
20日㈭、10：00～11：30　所 中央児童センター　対 子育て中
の母親　定 15人（先着順）　申 10月15日㈬から、同センターへ

自力整体講座（全3回） 中央児童センター（TEL 27-2422）

　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント案内や会員募集などに利
用できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。みんなの広場

時 11月15日㈯、13：30～16：00
所 伊勢赤十字病院・1階 多目的ホー
ルやまだ　内 講演…「人生の最終段
階における医療の選択～その時あなたは救急車を
呼びますか？～」、講師…遠藤太久郎さん（いせ在
宅医療クリニック院長）　定 120人（先着順）
申 11月10日㈪までに右上の二次元コードからオ
ンライン申請 

医療に関する市民公開講座
伊勢赤十字病院内・南勢地域緩和ケアネットワーク

（TEL 28-2171　FAX 28-2965）

時 10月30日㈭、13：30～15：00　所 五十鈴塾・
右王舎（宇治浦田1丁目5-3）　内 江戸中期の人気
浮世絵師である歌麿と写楽、その2人を見出しプ
ロデュースした蔦屋重三郎。その戦略を、名品と
ともに辿

たど

ります　定 20人（先着順）　料 1,600円
（会員は1,100円）　申 10月30日㈭までに同塾へ

歌麿と写楽 蔦重ゆかりの浮世絵師
五十鈴塾（TEL 20-8251　FAX 20-8253）



情
報
コ
ー
ナ
ー

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

募集

講座・研修お知らせ

催し物

8広報いせ　令和７年10月15日号 広報いせ　令和７年10月15日号

と
き　
11
月
22
日
㈯
・
23
日
㈷
、

9
時
～
16
時（
受
け
付
け
は
８
時

45
分
～
）

と
こ
ろ　
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
・

マ
リ
モ（
小
俣
町
相
合
１
２
７
１

－

１
）

対
象　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し

て
い
る
介
護
職
員
な
ど
で
、
特
定

の
人
に
対
し
て
た
ん
の
吸
引
な
ど

の
行
為
を
す
る
必
要
が
あ
る
人

内
容　
講
義
、
実
技
研
修（
口
腔

内
・
鼻
腔
内
・
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ

内
部
の
喀
痰
吸
引
、
胃
ろ
う
ま
た

は
腸
ろ
う
に
よ
る
経
管
栄
養
、
経

鼻
経
管
栄
養
）

定
員　
50
人

申
し
込
み　

11
月
14
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
で
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ほ
た
る
い
せ（
TEL
21

－

３
３

１
２
）へ

と
き　
11
月
16
日
㈰
、
13
時
30
分

～
15
時
45
分

と
こ
ろ　
御
薗
公
民
館
・
２
階　

講
堂（
御
薗
総
合
支
所
併
設
）

内
容　
テ
ー
マ
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
人
権
、
演
題
…
ス
マ
ホ
時
代

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
～
被
害

者
に
も
加
害
者
に
も
し
な
い
～

講
師　
竹
内
義
博
さ
ん（
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
チ
ー
フ
技

術
指
導
員
）

定
員　
10
人
程
度（
先
着
順
）

申
し
込
み　
11
月
13
日
㈭
・
17
時

ま
で
に
、
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
、
ま
た

は
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

で
講
座
名
・

住
所・氏
名・

年
齢
・
電
話

番
号
を
同
課

へ※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
通
訳
な
ど
が

必
要
な
場
合
は
、
事
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

※
第
４
回
は
、
令
和
8
年
1
月
18
日
㈰

に
性
暴
力
の
テ
ー
マ
で
行
い
ま
す
。

※
各
回
単
独
で
の
受
講
も
可
能
で
す
。

同
協
会
へ

※
ス
ピ
ー
チ
原
稿
は
、
12
月
19
日
㈮
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
場
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
、
優

秀
者（
点
数
が
高
い
人
）に
は
賞
状
と

賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

と
き　
11
月
10
日
㈪
～
令
和
8
年

1
月
7
日
㈬

と
こ
ろ　
県
営
大
仏
山
公
園
・
テ

ニ
ス
場

内
容　
①
初
級
・
中
級
コ
ー
ス
…

月
・
水
曜
日
、
10
時
～
12
時
、
②

初
心
者
コ
ー
ス
…
火
曜
日
、
13
時

～
14
時
30
分

料
金　
各
１
万
円（
①
②
と
も
全

８
回
分
）

申
し
込
み　

10
月
29
日
㈬
ま
で

に
、
電
話
で
同
事
務
所
へ

　
日
本
に
住
ん
で
感
じ
て
い
る
こ

と
や
伝
え
た
い
こ
と
を
日
本
語
で

ス
ピ
ー
チ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
令
和
8
年
2
月
7
日
㈯
、

12
時
30
分
～
16
時（
集
合
は
10
時

30
分
）

と
こ
ろ　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
・
４
階　

大
会
議
室

対
象　
県
内
在
住
、
ま
た
は
三
重

県
在
勤
の
外
国
人

定
員　
15
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
10
月
15

日
㈬
～
11
月
14
日
㈮

に
、
下
の
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
、
ま
た
は
E
メ
ー
ル（

kouryu@
city.ise.m

ie.jp

）
で

募　
集

市
民
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際
交
流

協
会

（
TEL
21

－

５
５
４
９ 

FAX
21

－

５
５
２
２
）

外
国
人
の
皆
さ
ん
へ

い
せ
国
際
交
流

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
大
会

県
営
大
仏
山
公
園
管
理
事
務
所

（
TEL
23

－

６
５
６
５ 

FAX
23

－
６
７
７
１
）

大
仏
山
公
園

テ
ニ
ス（
硬
式
）教
室

講
座
・
研
修

人
権
政
策
課

（
TEL
21

－

５
５
４
５ 

FAX
21

－

５
５
５
５
）

第
３
回

伊
勢
市
人
権
啓
発
講
座

　
や
さ
し
い
日
本
語
を
用
い
た
日

本
語
学
習
支
援
に
つ
い
て
学
べ
ま

す
。

と
き　
11
月
22
日
㈯
、
10
時
～
15

時と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
２
階 

学

習
室
２

対
象　
日
本
語
学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人
、
こ
れ

か
ら
始
め
た
い
・
始
め
て
間
も
な

い
人

講
師　
船
見
和
秀
さ
ん（
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
日
本
語
教
師
養

成
講
座
講
師
）

定
員　
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
10
月
15
日
㈬
～
11
月

14
日
㈮
に
、
左
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
、
ま
た
は
電
話
で

同
協
会
へ

市
民
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際
交
流

協
会

（
TEL
21

－

５
５
４
９ 

FAX
21

－

５
５
２
２
）

や
さ
し
い
日
本
語
で

地
域
の
外
国
人
と

交
流
し
よ
う

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
TEL
21

－

５
５
５
８ 

FAX
20

－

８
５
５
５
）

喀か

く

痰た

ん

吸
引
３
号
研
修

経管栄養実習
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２
つ
の
展
覧
会
を
同
時
開
催
し
ま

す
。

と
き　
10
月
21
日
㈫
～
26
日
㈰
、

9
時
～
17
時（
24
日
㈮
は
19
時
ま

で
、
最
終
日
は
15
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢

第
71
回
伊
勢
市
美
術
展
覧
会

　
絵
画
・
書
・
写
真
・
彫
刻
・
工

芸
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の

入
選
・
入
賞
作
品
と
審
査
委
員
な

ど
の
招
待
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

会
場　
4
階
お

よ
び
2
階 

展

示
室

（
仮
称
）伊
勢
市
郷
土
資
料
館 

開
館
プ
レ
展
示

受
け
継
が
れ
る
美
術

　
令
和
８
年
春
に
開
館
す
る「（
仮

称
）伊
勢
市
郷
土
資
料
館
」の
紹
介

と
、
伊
勢
市
美
術
展
覧
会
の
黎れ

い

明め
い

期
か
ら
初
期
に
か
け
て
関
わ
っ
た

人
た
ち
の
作
品
を
中
心
に
、
伊
勢

市
に
受
け
継
が
れ
て
来
た
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

会
場　
2
階
ホ
ワ
イ
エ

三
重
県
障
が
い
者
芸
術
文
化
祭

受
賞
作
品
展

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
制
作
し
た

絵
画
・
工
芸
・
写
真
・
書
道
な
ど

の
、
受
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

会
場　
2
階 

ホ
ワ
イ
エ

　
第
71
回
伊
勢
市
美
術
展
覧
会
と

と
こ
ろ　
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
・

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

※
詳
し
く
は
伊
勢
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
・
平
沼
さ
ん（
TEL
25

－

７
８
６

７
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
賞
作
品
を
、
巡
回

展
示
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　
10

月
7
日
㈫
～
21
日
㈫〔
イ
オ
ン
伊

勢
店
〕、10
月
28
日
㈫
～
11
月
9
日

㈰〔
ミ
タ
ス
伊
勢
〕、
12
月
5
日
㈮

～
14
日
㈰〔
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
伊
勢

ラ
ラ
パ
ー
ク
〕、12
月
23
日
㈫
～
25

日
㈭〔
い
せ
ト
ピ
ア
〕、
令
和
8
年

1
月
27
日
㈫
～
2
月
2
日
㈪〔
伊

勢
図
書
館
〕

　
戦
争
犠
牲
者
の
ご
冥
福
と
恒
久

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
に
、
開
催

し
ま
す
。

と
き　
11
月
7
日
㈮
、
10
時
～

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的

ホ
ー
ル

会
場
行
き
臨
時
無
料
バ
ス
を
運
行

　
当
日
は
、
会
場
行
き
の
無
料
バ

ス
を
次
の
と
お
り
運
行
し
ま
す
。

❶
二
見
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

（
９
時
発
）

❷
小
俣
総
合
支
所
前（
９
時
発
）

❸
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
北
側

駐
車
場（
8
時
50
分
発
）→
伊

勢
市
駅
前〔
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

ー
ト
伊
勢
本
町
店
前（
和
食

さ
と
横
）〕（
９
時
発
）→
宇
治

山
田
駅
前
臨
時
バ
ス
⑥
番
の

り
ば（
９
時
10
分
発
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
踊
り

や
体
操
の
発
表
と
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
来
場
者
の
皆
さ
ん
が
踊
り
や

体
操
を
体
験
で
き
る
時
間
も
あ
り

ま
す
。

と
き　
10
月
26
日
㈰
、12
時
～
16
時

ま
え
か
ら
あ
ら
た
め
て
考
え
る
人

権
～
個
人
の
心
が
け
か
ら
社
会
の

構
造
へ
～

講
師　
栗
本
敦
子
さ
ん（
え
ふ
ら

ぼ
）

定
員　
10
人
程
度（
先
着
順
）

申
し
込
み　
11
月
6

日
㈭
ま
で
に
、
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、

ま
た
は
電
話・フ
ァ
ク
ス
で
住
所・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
載

の
上
、
同
課
へ

　
人
権
意
識
を
高
め
、
人
権
尊
重

の
精
神
を
育
む
た
め
、
人
権
尊
重

啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集
し

ま
し
た
。
受
賞
作
品
を
市
内
３
カ

所
で
展
示
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン

伊
勢
ラ
ラ
パ
ー
ク〔
10
月
24
日
㈮

～
11
月
3
日
㈷
〕、
伊
勢
図
書
館

〔
11
月
5
日
㈬
～
12
日
㈬
〕、
ミ
タ

ス
伊
勢〔
11
月
14
日
㈮
～
24
日（
振

休
）〕

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
み

ん
な
で
実
現
す
る
た
め
、
よ
り
豊

か
な
人
権
意
識
を
習
得
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。

と
き　
11
月
13
日
㈭
、
13
時
30
分

～
15
時

と
こ
ろ　
御
薗
公
民
館
・
２
階 

講

堂（
御
薗
総
合
支
所
併
設
）

内
容　
テ
ー
マ
…
身
近
な
あ
た
り

催
し
物

人
権
政
策
課

（
TEL
21

－

５
５
４
５ 

FAX
21

－

５
５
５
５
）

人
権
尊
重
啓
発

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
展

人
権
政
策
課
内
・
伊
勢
市
人
権
施
策

推
進
協
議
会

（
TEL
21

－

５
５
４
５ 

FAX
21

－

５
５
５
５
）

第
３
回 

人
権
セ
ミ
ナ
ー

　
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
と
、
人

権
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

人
に
優
し
い
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
開
催
し
ま
す
。

と
き　
10
月
31
日
㈮（
14
時
15
分

～
16
時
15
分
）、
11
月
1
日
㈯（
９

時
15
分
～
12
時
10
分
）

と
こ
ろ　
浜
郷
小
学
校
・
体
育
館

内
容　
人
権
・
平
和
・
環
境
・
防

災
に
関
す
る
作
品
や
資
料
の
展
示

な
ど

浜
郷
支
所
内
・
浜
郷
学
区
同
和
教
育

推
進
連
絡
協
議
会

（
TEL
22

－

４
８
８
０ 

FAX
21

－

０
０
１
１
）

「
人
権・平
和・環
境
」展

福
祉
総
務
課

（
TEL
21

－

５
５
５
７ 

FAX
21

－

５
５
５
５
）

伊
勢
市
戦
争
犠
牲
者
追
悼
式

ス
ポ
ー
ツ
課

（
TEL
22

－

７
８
９
５ 
FAX
23

－

８
６
４
１
）

伊
勢
市
民
ダ
ン
ス
＆

体
操
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
５

都
市
計
画
課

（
TEL
21

－

５
５
９
１

 

FAX
０
５
０

－

１
７
０
４

－

１
９
２
４
）

伊
勢
市
の
景
観
絵
画
・

わ
が
ま
ち
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
の
展
示

文
化
政
策
課

（
TEL
22

－

７
８
８
５ 

FAX
21

－

０
４
２
４
）

2025 I

イ
セ

SE C

コ

レ

ク

シ

ョ
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伊
勢
市
芸
術
祭

「
か
ん
ぶ
ん
」で
秋
の
芸
術・

美
術
展
を
楽
し
も
う
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10
月
27
日
㈪〔
開
場
は
12
時
30
分
〕

①
13
時
～
14
時
28
分「
羅ら

し
ょ
う
も
ん

生
門（
88

分
、
１
９
５
０
年
、
大
映
）」

②
14
時
38
分
～
16
時
15
分
「
雨う

月げ
つ

物も
の
が
た
り
語（
97
分
、
１
９
５
３
年
、大

映
）」

10
月
28
日
㈫〔
開
場
は
12
時
30
分
〕

①
13
時
～
14
時
31
分
「
不し

ら

ぬ

い

知
火
檢け

ん

校ぎ
ょ
う（

91
分
、
１
９
６
０
年
、
大

映
）」

②
14
時
41
～
16
時
17
分
「
座ざ

頭と
う

市い
ち

物
語（
96
分
、
１
９
６
２
年
、大

映
）」

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的

ホ
ー
ル

料
金　
1
日
に
つ
き
５
０
０
円

※
入
場
料
は
全
額
、
災
害
義
援
金
と
し

ま
す
。

申
し
込
み　
不
要

と
き　
11
月
8
日
㈯
、
10
時
～
11

時
30
分（
受
け
付
け
は
管
理
棟
前

で
9
時
30
分
～
）

集
合
場
所　
伊
勢
市
大
仏
山
公
園

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
容　
紅
葉
で
色
づ
く
大
仏
山
を

眺
め
な
が
ら
、
周
辺
約
４
キ
ロ
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

定
員　
30
人（
先
着
順
）

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装・靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
し
込
み　
電
話
で
同
体
育
館
へ

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
・

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
・
ム
ー
ブ
ア

ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
員
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
メ
ッ
ツ
会
員
は
１
０
０

円
）

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
屋

内
用
シ
ュ
ー
ズ
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
バ

ス
タ
オ
ル
可
）

申
し
込
み　
当
日
に
会
場
で
受
け

付
け（
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
会
員
は
会
員
証
を
持
参
）

※
詳
し
く
は
、
い
す
ず
ウ
キ
ウ
キ
ク
ラ

ブ
事
務
局
・
阿
竹
さ
ん（
TEL
０
９
０

－

４
８
５
７

－

９
１
７
０
）へ

　
お
伊
勢
さ
ん
マ
ラ
ソ
ン
ゲ
ス
ト

ラ
ン
ナ
ー
の
西
谷
綾
子
さ
ん
を
迎

え
、
過
去
9
回
の
出
場
経
験
を
も

と
に
コ
ー
ス
攻
略
法
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
ア
ッ
プ
の
為
の
快
眠
法
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
講
演
後

は
、
け
が
な
く
効
率
よ
く
走
る
為

の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
動
き
づ
く
り
な

ど
を
行
い
ま
す
。
初
心
者
か
ら
上

級
者
ま
で
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

と
き　
11
月
1
日
㈯
、
10
時
～
12

時
30
分（
受
け
付
け
は
ク
ラ
ブ
ハ

ツ
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
丁
寧

に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
す
。
少
人
数

制
で
す
の
で
初
心
者
も
安
心
し
て

参
加
で
き
ま
す
。

と
き　
10
月
24
日
㈮
、
①
10
時
30

分
～
11
時
20
分
、
②
11
時
30
分
～

12
時
20
分

※
2
部
入
れ
替
え
制
。
受
け
付
け
は
各

回
10
分
前
か
ら
。

と
こ
ろ　
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
・

１
階 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

対
象　
18
歳
以
上
の
人（
高
校
生

を
除
く
）

定
員　
①
②
各
6
人（
先
着
順
）

料
金　
３
０
０
円

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
屋

内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

申
し
込
み　
電
話
で
サ
ン
ア
リ
ー

ナ
へ

と
き　
10
月
31
日
㈮
、
19
時
～
20

時
30
分

と
こ
ろ　
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
・

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

対
象　
市
内
在
住
の
人

講
師　
Ｔ

タ

ミ

コ

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
さ
ん（
健

康
運
動
指
導
士
）

料
金　
３
０
０
円（
市
内
の
総
合

（
有
料
）、
め
お
と
横
丁
の
夜
間
営

業
、
二
見
浦
海
岸
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
、
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
の
ふ
る

ま
い　
な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
11
月

16
日
㈰
に
実
施
し
ま

す
。

と
き　
11
月
2
日
㈰
、
10
時
～
14

時と
こ
ろ　
伊
勢
商
工
会
議
所

内
容　
無
料
税
務
相
談
、
小
中
学

生
に
よ
る
税
に
関
す
る
習
字
・
作

文
・
標
語
・
絵
は
が
き
の
作
品
展

示
、税
金
ク
イ
ズ（
参
加
者
に
粗
品

進
呈［
先
着
順
］）な
ど

※
小
中
学
生
の
受
賞
作
品
は
11
月
５
日

㈬
～
20
日
㈭
に
、
市
役
所
本
館
・
1

階 

市
民
ホ
ー
ル
で
も
展
示
し
ま
す
。

　
マ
シ
ン
の
使
い
方
や
運
動
の
コ

　
二
胡
の
美
し
く
優
雅
な
音
色
に

ほ
っ
と
一
息
、
心
温
ま
る
ひ
と
と

き
を
お
届
け
し
ま
す
。

と
き　
12
月
7
日
㈰
、
13
時
30
分

～（
開
場
は
13
時
）

と
こ
ろ　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢・大
ホ
ー
ル

出
演　
濱
瀬
尚
美
さ
ん　
ほ
か

料
金　
５
０
０
円（
全
席
自
由
）

申
し
込
み　
11
月
３
日
㈷
、
10
時

か
ら
、
同
館
ま
た
は
村
井
楽
器
伊

勢
店（
TEL
22

－

１
２
３
８
）へ

と
き　
11
月
15
日
㈯
、
17
時
30
分

～
20
時
30
分

と
こ
ろ　
二
見
浦
海
岸
周
辺

内
容　
賓
日
館
観
覧
付
き
ナ
イ
ト

ヨ
ガ（
予
約
制
）、
伊
勢
シ
ー
パ
ラ

ダ
イ
ス
の
ナ
イ
ト
ア
ク
ア
リ
ウ
ム

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

（
TEL
22

－

７
７
０
０
）

伊
勢
商
工
会
議
所
内
・
伊
勢
税
務

連
絡
協
議
会

（
TEL
25

－

５
１
５
１ 

FAX
28

－

４
１
８
１
）

課
税
課

（
TEL
21

－

５
５
３
０ 

FAX
21

－

５
５
３
５
）

公
益
社
団
法
人
伊
勢
市
観
光
協
会

（
TEL
28

－

３
７
０
５
）

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

響
ホ
ー
ル
伊
勢

（
TEL
28

－

５
１
０
５ 
FAX
28

－

５
１
０
６
）

ｍメ

ッ

ツ

ｅ
ｔ
ｓ
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

Ｇジ

ム

Ｙ
Ｍ
体
験
会

～P

パ
ー
ト

art2

～

税
金
展

二
見
ヒ
ー
リ
ン
グ
ナ
イ
ト

ワ
ン
コ
イ
ン
響
ラ
イ
ブ Vol.27

二
胡
の
し
ら
べ

濱瀬尚美さん

ス
ポ
ー
ツ
課

（
TEL
22

－

７
８
９
５ 
FAX
23

－

８
６
４
１
）

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

燃
や
す
、
締
め
る
、

整
え
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

（
TEL
22

－

７
７
０
０
）

効
率
よ
く
走
っ
て
楽
し
く
快
走
♪

西
谷
綾
子
の

Ｒラ

ン

Ｕ
Ｎ
ク
リ
ニ
ッ
ク

三
重
電
子
ス
マ
イ
ル
ア
リ
ー
ナ
小
俣

（
小
俣
総
合
体
育
館
）

（
TEL
27

－

５
４
９
１ 

FAX
27

－

５
８
３
７
）

秋
の
大
仏
山

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ウ
ス
で
9
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　
伊
勢
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ

対
象　
「
お
伊
勢
さ
ん
マ
ラ
ソ
ン
」

に
挑
戦
す
る
人
・
今
後
挑
戦
し
た

い
人

定
員　
40
人（
先
着
順
）

料
金　
２
０
０
０
円（
保
険
料
含

む
、
当
日
現
金
で
支
払
い
）

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
ラ

ン
シ
ュ
ー
ズ
、筆
記
用
具
、飲
み
物

申
し
込
み　
電
話
で
サ
ン
ア
リ
ー

ナ
へ

※
雨
天
決
行



11 広報いせ　令和７年10月15日号 広報いせ　令和７年10月15日号

広報いせ400号

場
合
、
変
更
日
か
ら
２
年
以
内
に

そ
の
登
記
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
正
当
な
理
由
な
く
義
務
を
履

行
し
な
い
場
合
は
５
万
円
以
下
の

過
料
の
適
用
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り

前
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
も
変
更

登
記
義
務
の
対
象
と
な
り
、
令
和

10
年
３
月
末
ま
で
に
登
記
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、法
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
す
る
か
、津
地
方
法

務
局（
TEL
０
５
９

－

２
２
８

－

４
５
９

３
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
氏

名
・
住
所
の
変
更
登
記
が
義
務
化

さ
れ
ま
す
。

　
氏
名
や
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た

10
月
27
日
㈪〔
開
場
は
12
時
30
分
〕

①
13
時
～
14
時
28
分「
羅ら

し
ょ
う
も
ん

生
門（
88

分
、
１
９
５
０
年
、
大
映
）」

②
14
時
38
分
～
16
時
15
分
「
雨う

月げ
つ

物も
の
が
た
り
語（
97
分
、
１
９
５
３
年
、大

映
）」

10
月
28
日
㈫〔
開
場
は
12
時
30
分
〕

①
13
時
～
14
時
31
分
「
不し

ら

ぬ

い

知
火
檢け

ん

校ぎ
ょ
う（

91
分
、
１
９
６
０
年
、
大

映
）」

②
14
時
41
～
16
時
17
分
「
座ざ

頭と
う

市い
ち

物
語（
96
分
、
１
９
６
２
年
、大

映
）」

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的

ホ
ー
ル

料
金　
1
日
に
つ
き
５
０
０
円

※
入
場
料
は
全
額
、
災
害
義
援
金
と
し

ま
す
。

申
し
込
み　
不
要

と
き　
11
月
16
日
㈰
、
14
時
～
16

時（
受
け
付
け
は
13
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
学
習
室

3※
三
重
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

す
る
講
座
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
受

講
し
ま
す
。
講
師
は
会
場
に
い
ま
せ

ん
。

講
師　
渡
辺
和
仁
さ
ん（
三
重
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

定
員　
20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
直
接
ま
た
は
電
話
で

い
せ
ト
ピ
ア
へ

い
せ
ト
ピ
ア

（
TEL
21

－

０
９
０
０ 

FAX
21

－

０
９
０
９
）

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構

（
TEL
０
３

－

６
７
３
１

－

２
８
６
７

 
FAX
０
３

－

６
７
３
１

－

２
８
９
５
）

住
宅
政
策
課

（
TEL
21

－

５
５
９
７

 

FAX
０
５
０

－

１
７
０
４

－

１
９
２
４
）

い
せ
ト
ピ
ア

（
TEL
21

－

０
９
０
０ 

FAX
21

－

０
９
０
９
）

い
せ
ト
ピ
ア
名
作
映
画

鑑
賞
会

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

氏
名
・
住
所

変
更
登
記
の
義
務
化

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

共
催
講
座（
配
信
視
聴
講
座
）

三
重
の
古
墳
時
代
の

土
器
生
産お

知
ら
せ

手
話
を
覚
え
て
み
よ
う
！
100

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
TEL
21

－

５
５
５
８ 

FAX
20

－

８
５
５
５
）

【 

ス
ポ
ー
ツ 

】

　両手を開いて交互に振り、走るしぐさ
をします。

※諸説あります。
※手話表現の一例を紹介しています。

⬅市のホームページで手話動画を
見ることができます。
みんなで手話　伊勢市 検索

　
建
退
共
制
度
は
、

中
小
企
業
退
職
金
共

済
法
に
基
づ
き
、
建

設
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
の
た
め
に

国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
事
業
主
は
、
労
働
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ

と
を
辞
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら

退
職
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

　平成17年11月号を創刊とした「広報いせ」が、
今回で発刊400号を迎えました。皆さんに支えられ
て歩いてきた「広報いせ」。これからもよろしくお
願いします!!

Ｑ. 広報作成への想いを一言で！
　伊勢市での暮らしの支えになったり、ちょっと「暮ら
しているまち」を知りたくなったり。そんな広報紙をこ
れからも作っていきたいと思います！（Ｔ）

　「地域を知るきっかけになってほしい！」という思い
で制作しています。その思いを持ち続けながら、今後も
伊勢にあるたくさんの魅力を届けていきたいです！（Ｏ）

　広報担当１年目で迎えた400号記念。日々試行錯誤の
連続ですが、皆さんからの声を励みに、これからもより
良い広報発信を目指してまいります。（Ｍ）

＼今回は、広報を作成している職員の声をお届け！／

祝

羅生門
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第18回第18回 伊勢病院ふれあいまつり 伊勢病院ふれあいまつり
市制20周年ますます健康な伊勢市へ 伊勢病院ふれあいまつりと共に！

と　き 11月15日（土） 9：50～14：00 ところ 市立伊勢総合病院

講 演
【２階講堂】

相談・健康チェック・各種測定 各種体験

岡本町江楓会木遣り（9：50～10：00）開会式、オープニングセレモニー

⃝医療相談
午前…江見 吉晴（循環器内科）・里中 東彦（整形外科）
午後…榎村 尚之（内科）・吉田 格之進（整形外科）

⃝生活習慣病を知って予防しよう　
健康相談「看護」「お薬」「栄養」など
健康チェックコーナー「血糖」「血圧」「身体測定」「握力」など

⃝お口の健康診断
⃝認知機能低下を予防しよう　認知症予防 相談ブース
⃝骨密度測定・F

フラックス

RAX測定（骨折リスク評価）
　※10：00～ブースで整理券を配布。
⃝立ち方のクセをチェックしてみよう
⃝からだチェック「筋肉量測定」

子ども向け
⃝うんちについて考えよう　⃝スーパーボールすくい
⃝世界に一つだけの缶バッチを作ろう!!　⃝看護師体験 バザー	12：50～13：50

　※11：00までホスピタルガーデンで整理券を配布。
出店コーナー
⃝高校生による手作りゲーム出店（宇治山田商業高校）
⃝パネル展示（皇學館高校）

⃝手術室を見て体験しよう
・「人工関節手術模擬体験」「電気メス・縫合体験」
　（10：30～、13：00～の２回）

※中高生対象 各回定員15～20人 事前予約・先着順
※申し込み…同病院ホームページから

・「手術室見学」「手術機材展示・体験」など
　※一般対象・予約不要

⃝院内探検ツアー 10：00～中央ロビー横で受け付け
⃝薬剤師の仕事を体験してみよう 「お菓子で調剤体験」など
⃝放射線で撮って、見てみよう「X線装置撮影体験」
⃝内視鏡について知ろう「処置具使用体験」
⃝BLS見学と実施「命を救おう！一時救命処置」　
⃝福祉用具にふれ合おう「福祉用具の紹介と体験」
⃝フィットネスクラブメッツ「らくらく体操」
　（12：15～12：45、２階講堂）

⃝谷崎 隆太郎
　（総合診療教育研究センター長）

「19番目のカルテ
 総合診療の世界」

オープニングトークライブ 11：00～11：30

⃝谷崎 隆太郎（総合診療教育研究センター長）
「認知症予防に効く生活習慣とは？」
⃝宮本 桂子（認知症看護認定看護師）

「認知症をもつ人との具体的な関わり方」
⃝鈴木 久穂（リハビリテーション室・作業療法士）

「認知症予防体操をやってみよう」

認知症ケアサポートチーム 11：30～12：15

時間の記載のない催し物は、10：00～14：00です。
※感染症拡大防止のため、マスク着用にご協力をお願いします。
※各催し物の会場は、同病院のホームページまたは当日配布のチラシを

ご覧ください。
※催し物によっては人数制限があり、早めに終了することがあります。

  

      

　市の情報を配信中！  登録はこちらから！　

発
行

／
伊

勢
市

　
印

刷
／

千
巻

印
刷

産
業

株
式

会
社

編
集

／
情

報
戦

略
局

 広
報

広
聴

課
〒

516-8601 伊
勢

市
岩

渕
１

丁
目

７
番

29号

視
覚

障
が

い
の

あ
る

人
で

、「
声

の
広

報
い

せ
」「

点
字

広
報

い
せ

」
を

希
望

す
る

人
は

、
高

齢
・

障
が

い
福

祉
課

（
TEL

21-5558 FAX20-8555）
へ

連
絡

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、「

声
の

広
報

い
せ

」
は

、
直

近１カ
月

分
を

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

広
報

第
400号

発
行

日
／

令
和

７
年

10月
15日

この広報紙は、再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。また見やすいデザインの文字を使用しています。
※廃棄する際は、雑誌・雑紙類として分別してください。

「広報いせ」では、財源を確保するため、一部のページに企業広告を掲載していますが、これらは市が広告主や商品を推奨するものではありません。

伊勢市健康医療ダイヤル24

W
ウ ェ ブ
ebでも相談できます。詳しくは、市のホームページを確認してください。

　心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師などが
年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています。

0120-220-417 通話料無料
フリーダイヤル

健康課
問い合わせ先

TEL  27-2435

Facebook

LINE YouTube

X(旧Twitter) Instagram

広報いせに
広告を掲載しませんか？？

興味のある人は
コチラから➡

TEL 0596-21-5515　
FAX 0596-22-9699

 ise-koho@
city.ise.m

ie.jp


